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Ⅰ アンケート調査の概要 

１ 調査の目的 
本調査は、三田市の教育の振興に関して基本的な事項を定める「第４期三田市教育振興

基本計画（計画期間：令和９年度～令和 13 年度の５年間）」を策定するにあたり、市民・

教職員及び小中学生の教育に関する考えなどを把握するため、アンケート調査を実施する

ものです。 

 

２ 調査概要 

項目 調査 

調査対象者 

・市内在住の 18 歳以上の方 3,000 名（うち児童生徒保護者 2,000 名） 

・市立幼稚園・認定こども園、小学校、中学校、特別支援学校の教職員 768 名 

・市内小中学校の小学５年生児童、中学２年生生徒 1,999 名 

調査期間 令和７年 10 月 13 日（月）～10 月 31 日（金） 

調査方法 

・市民  ：郵送配布、郵送回収による郵送調査法及び Web による回答 

・教職員 ：各学校を通じて web 回答の直接案内 

・児童生徒：各学校を通じて web 回答の直接案内 

 

３ 回収状況 

項目 配布数 回収数 回収率 

市民アンケート調査 3,000 1,417 47.2％ 

教職員アンケート調査 768 694 90.4％ 

児童生徒アンケート調査 1,999 1,727 86.4％ 

 

４ 報告書の見方 
◇回答結果の割合「％」は有効サンプル数に対して、それぞれの回答数の割合を小数点以

下第２位で四捨五入したものです。そのため、単数回答（複数の選択肢から１つの選択

肢を選ぶ方式）であっても合計値が 100.0％にならない場合があります。このことは、

本報告書内の分析文、グラフ、表においても反映しています。 

◇複数回答（複数の選択肢から２つ以上の選択肢を選ぶ方式）の設問の場合、回答は選択

肢ごとの有効回答数に対して、それぞれの割合を示しています。そのため、合計が

100.0％を超える場合があります。 

◇図表中において「不明・無回答」とあるものは、回答が示されていない、または回答の

判別が困難なものです。 

◇図表中の「ｎ（number of case）」は、集計対象者総数（あるいは回答者限定設問の限

定条件に該当する人）を表しています。 

◇本文中の設問の選択肢は簡略化している場合があります。 

◇「前回調査」とは、第３期三田市教育振興基本の策定にあたり令和２年に実施したアン

ケート調査のことを指します。必要に応じて前回調査との比較を行っています。 
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Ⅱ 市民アンケート調査結果 

１ 回答者の基本属性 
問１ あなたの年齢を次の中から１つお選びください。（令和７年 10 月１日現在） 

回答いただいた方の年齢は 40 歳代が 42.1％と最も多く、次いで 30 歳代が 22.2％であ

り、児童生徒の保護者のみを対象とした前回調査時と比較し、50歳代以上の回答が増加し

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査の「60 歳代」は「60歳以上」 

 

問２ お住まいの小学校区はどちらですか。（あてはまるもの１つ) 

回答いただいた方のお住いの小学校区の割合

は、前回調査時と大きな変化はなく、「ゆりの

き台小学校」が最も多く 11.4％、次いで「三輪

小学校」が 8.7％となっている。 

  

8.0 

8.7 

1.3 

3.2 

2.9 

4.3 

2.3 

3.1 

0.4 

7.4 

3.7 

4.9 

3.8 

5.9 

7.6 

3.4 

4.7 

8.4 

4.1 

11.4 

0.6 

8.2 

9.0 

1.5 

1.7 

1.5 

4.2 

1.4 

2.7 

0.3 

8.8 

3.2 

6.2 

3.7 

6.8 

8.1 

2.4 

6.0 

9.4 

2.5 

12.0 

0.5 

0% 5% 10% 15%

三田小学校

三輪小学校

志手原小学校

藍小学校

本庄小学校

広野小学校

小野小学校

高平小学校

母子小学校

武庫小学校

松が丘小学校

すずかけ台小学校

狭間小学校

富士小学校

あかしあ台小学校

弥生小学校

つつじが丘小学校

けやき台小学校

学園小学校

ゆりのき台小学校

不明・無回答

今回調査（n=1,417） 前回調査（n=1,164）

6.4 

3.9 

22.2 

35.5 

42.1 

49.7 

15.8 

9.8 

7.7 

1.0 

5.7 

0.1 

0.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（n=1,417）

前回調査（n=1,164）

30歳未満 30歳代 40歳代 50歳代

60歳代 70歳以上 不明・無回答
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問３ あなたには、次の方がご家族におられますか。（あてはまるものすべて） 

回答いただいた方のご家族は「小学生の子ども」が 43.3％と最も多く、次いで「中学生

の子ども」が 31.1％となっている。 

 
問３-１ あなたのご家族に以下の三田市立の学校等に在籍している方はおられます

か。（あてはまるものすべて） 

回答者ご家族の学校等への在籍状況として、「市立小学校」が 56.5％と最も多く、次い

で「市立中学校」が 36.5％となっている。 

 

問４ あなたは以下の三田市立の学校等を卒業されましたか。（あてはまるものすべて） 

回答者の半数以上となる 58.6％が三田市立の学校等を卒業しておらず、次いで「市立小

学校」を卒業した回答者が 33.5％となっている。 

 

28.6 

43.3 

31.1 

20.7 

9.3 

18.2 

0.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

就学前の子ども

小学生の子ども

中学生の子ども

高校生の子ども

大学生・専門学校生の子ども

上記に該当する家族はいない

不明・無回答

全体（n=1,417）

25.7 

56.6 

36.5 

0.6 

11.2 

0.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

市立幼稚園（認定こども園）・保育所

市立小学校

市立中学校

市立特別支援学校

該当しない

不明・無回答

全体（n=1,019）

18.5 

33.5 

29.0 

0.1 

58.6 

3.0 

0% 20% 40% 60% 80%

市立幼稚園（認定こども園）・保育所

市立小学校

市立中学校

市立特別支援学校

該当しない

不明・無回答

全体（n=1,417）
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２ 児童生徒の教育や学習に関する取組について 

問５ 児童生徒を取り巻く環境は、この数年、どのように変化してきたと思いますか。

（①～⑦ごとにあてはまるもの１つ） 

「児童生徒同士の交流の時間」、「地域で活動している人とふれあう機会」など人とのふ

れあいや交流の時間が「減ってきた」と感じている回答者の割合が、「増えてきた」と感じて

いる回答者の割合よりも多くなっていることからも、地域の繋がりが希薄化していることが

伺える。 

 

問５ ①学校や塾以外での児童生徒同士の交流の時間（あてはまるもの１つ) 

前回調査時と比較すると、学校や塾以外での児童生徒同士の交流の時間が「増えてきた」

と感じている回答者が減っており、一方で「減ってきた」と感じている回答者が増えている

ことから、児童生徒同士の繋がりの希薄化が進んでいることが伺える。 

 

  

16.2 

11.9 

10.8 

9.0 

21.0 

89.7 

54.1 

35.7 

54.9 

36.1 

40.2 

56.4 

9.0 

43.5 

46.7 

32.3 

52.4 

50.0 

21.7 

0.6 

1.6 

1.3 

1.0 

0.7 

0.8 

0.9 

0.7 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① 学校や塾以外での

児童生徒同士の交流の時間

② 家庭などで家族と

関わり合いを持つ時間

③ 地域で活動している人と

ふれあう機会

④ 高齢の人とふれあう機会

⑤ 外国の人や異文化と

ふれあう機会

⑥ インターネットなど多様な

情報にふれる機会

⑦ 家庭における経済格差

全体（n=1,417）

増えてきた 変わらない 減ってきた 不明・無回答

16.2 

27.9 

35.7 

36.0 

46.7 

35.7 

1.3 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（n=1,417）

前回調査（n=1,164）

増えてきた 変わらない 減ってきた 不明・無回答
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問５ ②家庭などで家族と関わり合いを持つ時間（あてはまるもの１つ) 

前回調査時と比較すると、家族と関わり合いを持つ時間が「増えてきた」と感じている回

答者が減少し、「減ってきた」と感じている回答者が増加しており、家族との時間が取りづ

らくなっていることが伺える。 

 

問５ ③地域で活動している人とふれあう機会（あてはまるもの１つ) 

前回調査時と比較すると、地域で活動している人とふれあう機会が「増えてきた」と感じ

ている回答者が減少し、「減ってきた」と感じている回答者が増加しており、地域との繋が

りの希薄化が伺える。 

 

問５ ④高齢の人とふれあう機会（あてはまるもの１つ)   

前回調査時と比較すると、高齢の人とふれあう機会が「増えてきた」と感じている回答者

が減少し、「減ってきた」と感じている回答者が増加しており、高齢の人との繋がりも希薄

化が進んでいることが伺える。 

 

 

  

11.9 

21.2 

54.9 

54.6 

32.3 

23.8 

1.0 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（n=1,417）

前回調査（n=1,164）

増えてきた 変わらない 減ってきた 不明・無回答

10.8 

22.2 

36.1 

35.7 

52.4 

41.7 

0.7 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（n=1,417）

前回調査（n=1,164）

増えてきた 変わらない 減ってきた 不明・無回答

9.0 

21.0 

40.2 

38.1 

50.0 

40.5 

0.8 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（n=1,417）

前回調査（n=1,164）

増えてきた 変わらない 減ってきた 不明・無回答
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問５ ⑤外国の人や異文化とふれあう機会（あてはまるもの１つ) 

前回調査時と比較すると、外国の人や異文化とふれあう機会が「減ってきた」と感じてい

る回答者が減少しており、グローバル化に伴い交流の機会が増加していることが伺える。 

 

問５ ⑥インターネットなど多様な情報にふれる機会（あてはまるもの１つ) 

前回調査時と比較すると、インターネットなど多様な情報にふれる機会が「増えてきた」

と感じている回答者が増加しており、デジタル社会の浸透の影響が伺える。 

 

問５ ⑦家庭における経済格差（あてはまるもの１つ) 

前回調査時と比較すると、家庭における経済格差が「増えてきた」と感じている回答者が

増加し、「変わらない」「減ってきた」と感じている回答者が減少している。 

 

  

21.0 

20.4 

56.4 

50.5 

21.7 

28.4 

0.9 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（n=1,417）

前回調査（n=1,164）

増えてきた 変わらない 減ってきた 不明・無回答

89.7 

60.7 

9.0 

9.5 

0.6 

29.5 

0.7 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（n=1,417）

前回調査（n=1,164）

増えてきた 変わらない 減ってきた 不明・無回答

54.1 

26.6 

43.5 

57.2 

1.6 

15.5 

0.8 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（n=1,417）

前回調査（n=1,164）

増えてきた 変わらない 減ってきた 不明・無回答
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問６-１ あなたは、児童生徒の力や教育全般について、関心があることを選んでく

ださい。（あてはまるもの３つまで） 

児童生徒の力や教育全般について関心のあることでは、「主体的に学ぶ力」が 59.5％と最

も多く、次いで「確かな学力」が 44.5％となっており、生活や環境よりも学習に関する関心

が高いことが伺える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

44.5 

59.5 

16.4 

26.0 

24.1 

24.8 

16.8 

5.6 

7.0 

9.4 

6.1 

6.6 

19.0 

2.3 

9.2 

5.1 

0.7 

0.5 

0.6 

0.9 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80%

確かな学力（教科の知識や技能が

身についていること）

主体的に学ぶ力(自ら課題を見つけ、

解決する力が身についていること)

協働的に学ぶ力

すこやかな体力

基本的な生活習慣

道徳心や規範意識

いじめや不登校

学校の施設・設備

家庭環境等による教育格差

家庭でのコミュニケーションや教育

地域での子育て・教育

学校・家庭・地域の連携・協働

進路に関すること

幼稚園・認定こども園・小学校間の連携

教職員の指導力や専門性

ＩＣＴを活用した教育

教育相談に関すること

その他

特にない

分からない

不明・無回答

全体（n=1,417）
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問６-２ あなたは、児童生徒の力や教育全般について、不安に感じていることを選

んでください。（あてはまるもの３つまで） 

「いじめや不登校」に関する不安が、次点の「主体的に学ぶ力」と比較して約 20 ポイント

多く、大きな不安となっていることが伺える。また「確かな学力」や「主体的に学ぶ力」、

「進路に関すること」「教職員の指導力や専門性」など学力や学ぶ力に関することが不安と

して多いことが伺える。 

 
  

24.3 

28.9 

6.4 

13.5 

12.1 

21.1 

46.4 

9.2 

17.1 

8.6 

5.9 

6.6 

23.6 

1.4 

21.3 

5.8 

2.3 

2.2 

2.5 

1.1 

1.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

確かな学力（教科の知識や技能が

身についていること）

主体的に学ぶ力(自ら課題を見つけ、

解決する力が身についていること)

協働的に学ぶ力

すこやかな体力

基本的な生活習慣

道徳心や規範意識

いじめや不登校

学校の施設・設備

家庭環境等による教育格差

家庭でのコミュニケーションや教育

地域での子育て・教育

学校・家庭・地域の連携・協働

進路に関すること

幼稚園・認定こども園・小学校間の連携

教職員の指導力や専門性

ＩＣＴを活用した教育

教育相談に関すること

その他

特にない

分からない

不明・無回答

全体（n=1,417）
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問７-1 教育を通じて、児童生徒には「現在」①～⑳の能力や態度が身についてい

ると思いますか。（身についている」を５点、「身についていない」を１

点として①～⑳ごとにあてはまるもの１つ） 

児童生徒の「身についている」能力や態度として、「いじめや差別・暴力行為を許さない

心」が最も多く、次いで「道徳心」が多くなっている。一方で、「読書習慣」が「身について

いない」と感じている回答者が最も多く、次いで「性に関する正しい知識」が多くなってお

り、課題となっていることが伺える。 

 

8.3 

5.4 

4.5 

4.0 

6.1 

8.2 

11.8 

12.3 

25.8 

4.0 

3.6 

4.9 

4.1 

10.9 

4.5 

11.6 

11.4 

4.4 

17.9 

6.1 

25.3 

19.7 

19.3 

21.2 

16.2 

13.0 

21.8 

23.9 

28.7 

13.9 

16.4 

16.9 

9.9 

24.3 

11.4 

21.3 

27.1 

19.8 

25.3 

19.1 

46.4 

47.5 

47.6 

42.5 

42.1 

38.8 

40.2 

36.0 

24.8 

38.8 

49.3 

44.2 

36.2 

45.3 

45.2 

45.3 

42.8 

42.7 

45.5 

47.6 

14.7 

20.5 

21.8 

22.9 

24.1 

28.6 

18.8 

19.3 

10.7 

27.0 

21.3 

24.6 

28.4 

13.3 

26.9 

16.0 

11.4 

19.8 

7.0 

19.8 

4.2 

5.8 

5.5 

8.2 

10.0 

9.4 

6.1 

6.8 

8.5 

14.8 

7.7 

7.9 

19.8 

4.6 

10.4 

4.3 

5.6 

11.7 

2.6 

5.9 

1.1 

1.2 

1.3 

1.2 

1.6 

2.0 

1.4 

1.6 

1.6 

1.5 

1.6 

1.5 

1.6 

1.6 

1.6 

1.5 

1.7 

1.6 

1.7 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①課題を見つけ解決に向けて

考えながら取り組む力

②他の人々と協働しながら

課題解決に取り組む態度

③身につけた知識や技能を

活用する力

④表現力やコミュニケーション力

⑤教科の基礎的な学力

⑥ＩＣＴを活用する力

⑦インターネットなどの情報を適切に判断し、

安全かつ効果的に利用する力

⑧英語に興味を持ち学ぼうとする姿勢

⑨読書習慣

⑩道徳心（思いやりの心や善悪の判断など）

⑪自己肯定感や自尊感情

⑫社会生活に必要な常識やマナー

⑬いじめや差別・暴力行為を許さない心

⑭生き方や進路について考える力

⑮多様な人々がお互いに認め合い、

共に生きる姿勢

⑯“ふるさと三田”を

誇りに思う心、愛する心

⑰地域の人や行事に

積極的に関わろうとする姿勢

⑱体力を向上させ、

健康的に生きようとする姿勢

⑲性に関する正しい知識

⑳自ら危険を予測し、安全に行動する力

全体（n=1,417）

1点 2点 3点 4点 5点 不明・無回答

身についていない 身についている
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問７-２ 「今後の重要度」について、あなたの考えに最も近いものを、それぞれ１

つずつ選んでください。（「重要」を５点、「重要でない」を１点とし

て①～⑳ごとにあてはまるもの１つ） 

「今後の重要度」が高い項目について、「いじめや差別・暴力行為を許さない心」が最も多

く、次いで「自ら危険を予測し、安全に行動する力」が多くなっている。一方で、「“ふるさ

と三田”を誇りに思う心、愛する心」が重要でないと感じている回答者が最も多くなってお

り、シビックプライドの醸成が課題となっていることが伺える。 

 

0.4 

0.4 

0.4 

0.1 

0.4 

0.8 

0.4 

1.1 

1.1 

0.1 

0.1 

0.0 

0.1 

0.2 

0.8 

5.3 

2.2 

0.2 

0.4 

0.0 

2.2 

2.4 

1.6 

1.4 

2.9 

2.3 

1.4 

2.5 

3.6 

1.1 

1.4 

1.1 

1.0 

1.4 

1.5 

5.2 

6.0 

1.6 

1.5 

0.7 

14.3 

16.8 

17.3 

13.3 

24.2 

25.5 

11.4 

24.5 

24.3 

10.9 

14.5 

11.7 

9.6 

17.9 

16.9 

42.3 

41.3 

20.6 

18.2 

12.1 

30.3 

35.1 

36.8 

27.6 

28.0 

32.0 

22.3 

30.6 

30.8 

22.4 

27.3 

24.6 

20.9 

31.8 

28.9 

27.4 

30.5 

30.8 

26.0 

19.1 

52.3 

44.8 

43.4 

57.0 

43.8 

38.6 

63.9 

40.8 

39.4 

64.9 

56.1 

62.1 

68.0 

47.9 

51.3 

19.3 

19.5 

46.2 

53.4 

67.5 

0.5 

0.5 

0.6 

0.6 

0.7 

0.8 

0.5 

0.6 

0.8 

0.5 

0.5 

0.6 

0.5 

0.8 

0.6 

0.5 

0.5 

0.6 

0.6 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①課題を見つけ解決に向けて

考えながら取り組む力

②他の人々と協働しながら

課題解決に取り組む態度

③身につけた知識や技能を

活用する力

④表現力やコミュニケーション力

⑤教科の基礎的な学力

⑥ＩＣＴを活用する力

⑦インターネットなどの情報を適切に判断し、

安全かつ効果的に利用する力

⑧英語に興味を持ち学ぼうとする姿勢

⑨読書習慣

⑩道徳心（思いやりの心や善悪の判断など）

⑪自己肯定感や自尊感情

⑫社会生活に必要な常識やマナー

⑬いじめや差別・暴力行為を許さない心

⑭生き方や進路について考える力

⑮多様な人々がお互いに認め合い、

共に生きる姿勢

⑯“ふるさと三田”を

誇りに思う心、愛する心

⑰地域の人や行事に

積極的に関わろうとする姿勢

⑱体力を向上させ、

健康的に生きようとする姿勢

⑲性に関する正しい知識

⑳自ら危険を予測し、安全に行動する力

全体（n=1,417）

1点 2点 3点 4点 5点 不明・無回答

重要ではない 重要
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問８ あなたは学校に対してどのようなことを望みますか。（あてはまるもの３つ

まで） 

学校に対して望むこととして、「自己肯定感や自尊感情を育むとともに、いじめ・差別を許

さない心を育むこと」が 54.7％と最も多く、次いで「児童生徒が失敗を恐れずに挑戦できる

環境を整えること」が 47.8％、「児童生徒が将来の夢や目標が持てるよう支援し、その思い

を尊重すること」が 36.0％と多くなっており、児童生徒の心の育成や自己実現を支える環境

づくりを必要としていることが伺える。 

 

  

54.7 

25.4 

20.3 

36.0 

47.8 

13.3 

19.8 

21.3 

15.3 

29.7 

2.0 

0.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

自己肯定感や自尊感情を育むとともに、

いじめ・差別を許さない心を育むこと

児童生徒の個性に応じた

きめ細やかな対応をすること

生活習慣や社会規範について

指導すること

児童生徒が将来の夢や目標が持てる

よう支援し、その思いを尊重すること

児童生徒が失敗を恐れずに

挑戦できる環境を整えること

児童生徒や保護者の相談に対して、

しっかり話を聞いて的確に助言してくれること

教科に関する専門的な知識を持ち、

わかりやすい授業を行うこと

児童生徒を複数の教職員が、

様々な面から見守り、公平に接すること

社会の要請や時代の変化に柔軟に対応し、

学校として組織的に対応すること

基礎的な学力を身につけるとともに、

体育などの基礎的な体づくりを推進すること

その他

不明・無回答

全体（n=1,417）
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問９ あなたは就学前教育施設に対してどのようなことを望みますか。（あてはまる

もの３つまで） 

就学前教育施設に対して望むこととして、前回調査同様に「きまりやルールなどの規範意

識を育成すること」が 62.3％と最も多く、次いで「基本的な生活習慣を形成すること」が

60.1％と多くなっているが、どちらもその割合は減少している。一方で、「小学校入学後に

安心して学校生活を送れるよう、幼稚園・認定こども園・保育所等と小学校が連携すること」

が 32.4％と前回調査と比べて 14.7 ポイントと最も増加しており、安心して小学校に就学で

きることを必要とする人が増加していることが伺える。 

 

  

60.1 

62.3 

45.9 

32.5 

21.2 

32.4 

7.1 

9.7 

1.8 

1.3 

67.4 

74.7 

49.6 

29.1 

21.5 

17.7 

7.8 

12.4 

2.0 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80%

基本的な生活習慣を形成すること

きまりやルールなどの規範意識を育成すること

自然とふれあう体験をすること

世代間交流など、

いろいろな人とふれあう体験をすること

預かり保育などの子育て支援に取り組むこと

小学校入学後に安心して学校生活を送れるよう、

幼稚園・認定こども園・保育所等と小学校が連携すること

保護者の教育力の向上に向けた支援

保護者同士が子育てについて

情報交換しあえるネットワークづくり

その他

不明・無回答

今回調査（n=1,417） 前回調査（n=1,164）
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問 10 あなたは、いじめや問題行動などを防止するためにはどのようなことが必要

だと思いますか。（あてはまるもの３つまで） 

いじめや問題行動を防止するために必要なこととして、「保護者が児童生徒を注意深く観

察し、状況を把握し指導すること」が 52.7％と最も多く、次いで「教職員が児童生徒を注意

深く観察し、状況を把握し指導すること」が 46.1％、「家庭教育の中で善悪の判断や他人へ

の思いやりの心を育むこと」が 42.2％と多くなっており、児童生徒への注意深い観察や状況

把握、指導が課題と感じていることが伺える。 

 
  

52.7 

46.1 

18.0 

25.7 

34.1 

15.7 

22.3 

4.5 

42.2 

13.8 

2.6 

0.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

保護者が児童生徒を注意深く観察し、

状況を把握し指導すること

教職員が児童生徒を注意深く観察し、

状況を把握し指導すること

地域全体で児童生徒を見守るなど、

地域の教育力を高めること

学校や家庭において

情報モラル教育の充実を図ること

学校において、児童生徒にいじめの定義を正しく

理解させ、いじめゼロに向けて組織的に取り組むこと

学校において人権教育や道徳教育、

生徒指導の充実を図ること

専門家（スクールカウンセラー、スクールソーシャル

ワーカー）による継続的な相談・支援体制を充実すること

市や教育委員会がいじめ防止の

啓発活動に積極的に取り組むこと

家庭教育の中で善悪の判断や

他人への思いやりの心を育むこと

学校と警察や子ども家庭センター（児童相談所）

などの関係機関との連携を強化すること

その他

不明・無回答

全体（n=1,417）
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問 11 あなたは、不登校に対応するために、どのようなことが必要だと思います

か。（あてはまるもの３つまで） 

不登校を防止するために必要なこととして、「児童生徒の居場所や多様な学びの場の確保」

が 74.4％と最も多く、次いで「専門家による継続的な相談・支援体制の充実」が 47.3％、「学

校における「居心地のよい居場所」の確保」が 43.5％と多くなっており、児童生徒の居場所

や気軽に相談できる支援が必要とされていることが伺える。 

 
問 12 あなたは、特別支援教育の充実のためにどのような取組が必要だと思います

か。（あてはまるもの３つまで） 

特別支援教育の充実のために必要なこととして、前回調査と比較して割合は減っているも

のの「児童生徒の個性や特性に応じた相談体制の充実」が 58.2％と最も多い。また、新しい

選択肢である「学校施設のバリアフリー化」が 18.6％となっている。 

 

74.4 

47.3 

43.5 

39.6 

28.7 

13.1 

5.6 

8.8 

3.4 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80%

児童生徒の居場所や多様な学びの場の確保

(例：教育支援センター、フリースクール、図書館など)

専門家（スクールカウンセラー、スクールソーシャル

ワーカー）による継続的な相談・支援体制の充実

学校における「居心地のよい居場所」

の確保

保護者への相談支援の充実

不登校の児童生徒への

社会参加機会の確保

教員研修の充実と専門性の向上

地域住民や関係機関との連携強化

不登校に対する市民の理解を

深めるための啓発活動

その他

不明・無回答

全体（n=1,417）

47.4 

38.7 

58.2 

33.3 

18.6 

12.9 

46.1 

2.0 

1.0 

47.9 

46.9 

64.0 

38.4 

0.0 

22.2 

48.5 

2.1 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80%

すべての児童生徒が共に学ぶことができる教育の場

と機会の確保

乳幼児期からの相談支援体制の整備

児童生徒の個性や特性に応じた相談体制の充実

教職員の専門性の向上

学校施設のバリアフリー化

授業のユニバーサルデザイン化

障害に対する理解を深めるための学習の充実

その他

不明・無回答

今回調査（n=1,417） 前回調査（n=1,164）

※「学校施設のバリアフリー化」は今回調査より追加 
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問 13 あなたは、学校の施設や設備で改善すべきだと思うことはありますか。（あ

てはまるもの３つまで） 

学校の施設や設備で改善すべき点として、「体育館等への空調設備の設置」と「トイレの

洋式化や衛生面の改善」が約 64％とほとんど同じ割合で最も多く、次いで「校舎・園舎全体

の老朽化」が 47.8％と多くなっており、古い設備の改修・改善が求められていることが伺え

る。 

 

  

47.8 

64.1 

63.9 

23.5 

5.2 

31.1 

17.5 

2.8 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80%

校舎・園舎全体の老朽化

体育館等への空調設備の設置

トイレの洋式化や衛生面の改善

校庭・園庭の遊具などの

安全性の確保

植栽などの環境の整備、維持管理

ＩＣＴインフラの整備

（ＰＣ、タブレットやネットワーク等）

図書室の本の充実

その他

不明・無回答

全体（n=1,417）
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問 14 本市では、学校の小規模化に伴う諸課題を解消し、教育環境や学習環境を充実

していくため、三田市立学校のあり方に関する基本方針に基づき学校再編（統

合）の取組を進めていくこととしています。この取組について期待することや、

心配なことなど、あなたのお考えに近いものを選んでください。（あてはまる

ものすべて） 

学校再編に関する関心として、「通学距離が長くなるため、安全・安心な通学ができるよ

う対策が必要」が 52.0％と最も多く、次いで「クラス替え等により、新しい友だちをつくる

機会が増え、社会性や協調性を育みやすい」が 45.1％と多くなっており、多様な人との交流

の機会に期待が高まる一方で、安全・安心な学校運営の維持が懸念されていることが伺える。 

 

34.6 

45.1 

27.8 

23.8 

52.0 

22.4 

13.1 

12.8 

9.7 

7.9 

6.6 

5.9 

15.6 

7.8 

10.0 

16.5 

2.3 

0.8 

0% 20% 40% 60%

多様な考えや意見を聞いて学び、

協力し合う経験が多くなる

クラス替え等により、新しい友だちをつくる

機会が増え、社会性や協調性を育みやすい

学校生活のあらゆる場面で教育活動に

選択の幅が広がり、多様な学習・指導形態がとりやすい

児童生徒を複数の教職員が、

様々な面から見守り、評価することができる

学校までの距離が遠くなるため、

安全・安心な通学ができるよう対策が必要

児童生徒一人一人の

把握が難しくなりやすい

学校行事やクラブ活動等において、

一人一人に個別の活動機会を設定しにくい

保護者や地域社会との連携が難しくなりやすい

児童生徒一人一人に目が届きやすく、

きめ細かな指導が行いやすい

児童生徒相互の人間関係が深まりやすい

他の学年との交流が行いやすい

学校行事やクラブ活動等において、

一人一人に個別の活動機会を設定しやすい

クラス替えが困難なことなどから、

人間関係の固定化、序列化などが生じやすい

集団の中で、多様な考えに触れる

機会や切磋琢磨する機会が少なくなる

学校行事や集団活動など、学校生活の

様々な場面で教育活動に制約が生じやすい

ＰＴＡ活動や校外学習費など、

保護者の負担が大きくなりやすい

その他

不明・無回答

全体（n=1,417）
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問 14-１ あなたは、学校再編の取組についてどのように思われますか。（あてはま

るもの１つ） 

学校再編の取組について、「理解できる」「おおむね理解できる」とする回答が合計で 80.2％

と多くなっており、多くの方に理解いただけていることが伺える。 

 

３ 家庭・地域で児童生徒を育てていくことについて 

問 15-１ 家庭での教育について「現在」①～⑧ができていると思いますか。（「で

きている」を５点、「できてない」を１点として①～⑧それぞれあてはま

るもの１つ） 

家庭での教育について「できている」ことは、「保護者と子どもが十分に話し合ったり、触

れ合ったりする時間」が最も多く、次いで「家族が一緒に自然や文化に触れあう体験」「社会

規範や礼儀作法、生活習慣の確立」が多くなっている。一方で、「保護者自身の学習機会」

「保護者自身の地域社会への参加」が少なく、課題となっていることが伺える。 

 

20.2 60.0 5.0 13.7 1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,417）

理解できる おおむね理解できる 理解できない

どちらとも言えない 不明・無回答

3.0 

2.5 

5.1 

4.7 

12.8 

13.1 

18.8 

19.1 

10.4 

10.9 

16.8 

17.4 

26.0 

28.4 

33.0 

28.1 

42.7 

35.1 

39.8 

47.1 

39.3 

41.2 

35.8 

35.4 

33.8 

32.6 

24.0 

21.7 

14.1 

10.7 

7.7 

11.2 

9.0 

17.6 

12.9 

7.7 

6.4 

5.2 

3.5 

4.9 

1.1 

1.3 

1.4 

1.3 

1.3 

1.4 

1.3 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①社会規範や礼儀作法、

生活習慣の確立

②保護者と子どもが十分に

話し合ったり、触れ合ったりする時間

③家族が一緒に自然や

文化に触れあう体験

④保護者が家庭教育に関する

知識や情報を得る

⑤保護者同士が互いに

交流できる場と仲間づくり

⑥児童生徒の教育や子育てに関して

気軽に相談できる窓口

⑦保護者自身の

学習機会

⑧保護者自身の

地域社会への参加

1点 2点 3点 4点 5点 不明・無回答

できていない できている
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問 15-２ 「今後の重要度」について、それぞれ選んでください。（「重要」を５

点、「重要でない」を１点として①～⑧それぞれあてはまるもの１つ） 

家庭での教育における今後の重要度について、「保護者と子どもが十分に話し合ったり、

触れ合ったりする時間」が重要だと感じている回答者が最も多く、次いで「社会規範や礼儀

作法、生活習慣の確立」が多くなっている。 

 
  

0.4 

0.3 

0.6 

0.9 

4.7 

1.6 

3.2 

5.3 

0.8 

0.8 

2.8 

2.3 

9.5 

3.9 

9.0 

10.9 

17.3 

12.1 

27.2 

28.2 

40.5 

31.2 

41.1 

44.6 

31.5 

27.0 

32.3 

35.0 

24.6 

31.0 

25.0 

21.2 

49.4 

59.0 

36.5 

32.9 

19.9 

31.7 

20.9 

17.0 

0.6 

0.8 

0.7 

0.8 

0.8 

0.6 

0.8 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①社会規範や礼儀作法、

生活習慣の確立

②保護者と子どもが十分に

話し合ったり、触れ合ったりする時間

③家族が一緒に自然や

文化に触れあう体験

④保護者が家庭教育に関する

知識や情報を得る

⑤保護者同士が互いに

交流できる場と仲間づくり

⑥児童生徒の教育や子育てに

関して気軽に相談できる窓口

⑦保護者自身の

学習機会

⑧保護者自身の

地域社会への参加

1点 2点 3点 4点 5点 不明・無回答

重要ではない 重要
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問 16 学校・家庭・地域が相互の連携・協力を深め、子育てしていくことが求めら

れますが、その上で、大切なことは何だと思いますか。（あてはまるもの３

つまで） 

学校・家庭・地域が相互の連携・協力を深め、子育てをしていく上で大切なこととして、

「それぞれの情報を共有すること」が 64.3％と前回調査と比較して減少しているものの、最

も多くなっている。次いで、「学校・家庭・地域をつなぐ人がいること」が 45.4％と多くな

っている。 

 

  

37.3 

64.3 

45.4 

12.9 

17.6 

1.8 

20.6 

20.0 

2.3 

0.8 

34.3 

77.5 

42.7 

15.2 

21.4 

1.5 

18.8 

0.0 

1.8 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

それぞれの役割分担を明らかにすること

それぞれの情報を共有すること

学校・家庭・地域をつなぐ人がいること

コミュニティ・スクールを充実すること

放課後や休日に地域の人々が児童生徒の

学習支援や児童生徒との交流を行うこと

ＰＴＡ活動を活性化すること

市内でのイベントや学校行事等を学校が

関係機関等と協力して行うこと

地域の資源を活用した学習を充実すること

その他

不明・無回答

今回調査（n=1,417） 前回調査（n=1,164）

※「地域の資源を活用した学習を充実すること」は今回調査より追加 
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問 17 学校に対して協力してみたいと思うことはありますか。（あてはまるものす

べて） 

学校に対して協力してみたいこととして、「運動会や文化祭等の学校行事の支援」

が 28.4％と最も多く、次いで「通学路における登下校時の見守り活動」が 26.2％と

多くなっている。また、「特にない」という回答が３番目に多くなっている。 

17.6 

28.4 

14.3 

14.0 

15.0 

26.2 

11.5 

7.3 

9.2 

12.2 

7.2 

12.8 

1.8 

24.3 

1.9 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

授業の補助や放課後等の学習支援

運動会や文化祭等の学校行事の支援

読み聞かせや図書の

整理、読書の相談

花壇や植え込みの手入れ等の

環境整備

スポーツや文化活動の指導・支援

通学路における

登下校時の見守り活動

校内清掃

休み時間における対応

（校庭などでの遊びの見守りなど）

農作業など地域での体験活動の支援

特別な配慮が必要な子どもへの支援

外国語や日本語指導への支援

不登校の子どもへの支援

その他

特にない

不明・無回答

全体（n=1,417）
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問 18 あなたは、学校や家庭以外で、児童生徒にどのような教育や体験活動が必要     

だと思いますか。（あてはまるものすべて）  

学校や家庭以外で必要な教育や体験活動について、「スポーツに関するもの」が

55.5％と最も多く、次いで「自然体験に関するもの」が 49.5％と多くなっている。 

 

問 18-１ 学校や家庭以外での教育のためには、どのようなことが必要だと思います

か。（あてはまるものすべて） 

学校や家庭以外で教育を進めるために必要だと思うことについて、「公民館や博物

館、図書館などの社会教育施設の充実」が 48.0％と最も多く、次いで「費用負担に関

するサポート」が 47.6％と多くなっている。 

 

46.1 

37.6 

55.5 

49.5 

39.7 

43.3 

27.0 

28.8 

26.3 

1.4 

2.6 

0.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

語学に関するもの

習慣的な読書（図書館等の活用）

スポーツに関するもの

自然体験に関するもの

文化体験に関するもの

音楽・芸術に関するもの

市内のイベントなど地域活動への参加

環境問題や社会問題に関するもの

塾などの学習に関する習い事

その他

特にない

不明・無回答

全体（n=1,417）

48.0 

25.7 

32.8 

32.6 

47.6 

39.0 

39.5 

1.5 

2.8 

0.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

公民館や博物館、図書館などの

社会教育施設の充実

社会教育施設における

プログラムの充実

市民や企業と連携した

教育の担い手の確保

情報の充実と十分な周知

費用負担に関するサポート

移動手段の充実

体験イベントなど参加のきっかけづくり

その他

特にない

不明・無回答

全体（n=1,417）
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問 19 学校や家庭以外での教育において、協力してみたいと思うことはあります

か。（あてはまるものすべて） 

学校や家庭以外で教育において協力してみたいことについて、「特にない」が 35.6％

と最も多く、次いで「児童生徒の居場所づくり」が 23.4％と多くなっている。 

 

  

15.5 

22.7 

23.4 

16.2 

10.9 

19.1 

6.3 

0.7 

35.6 

2.8 

0% 10% 20% 30% 40%

児童生徒向けイベントや

プログラムの企画

自身の経験やスキルを活かした

学習や体験の支援

児童生徒の居場所づくり

環境美化、環境保護活動

絵本や紙芝居等の読み聞かせ

職業体験の機会提供

伝統文化を教える

その他

特にない

不明・無回答

全体（n=1,417）
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Ⅲ 教職員アンケート調査結果 

１ 回答者の基本属性 
問１ あなたの勤務先はどちらですか。（あてはまるもの１つ） 

今回の回答者の勤務先割合は前回調査時と大きな変化はなく、「幼稚園・認定こども園」

が 7.3％、「小学校」が 62.5％、「中学校」が 30.1％となっている。 

 

問２ あなたの職種を教えてください。（あてはまるもの１つ） 

職種についても前回調査時と大きな変化はなく、「管理職」が 10.5％、「管理職以外」が

89.3％となっている。 

 

 

問３ 三田市外を含む、学校の現場でのあなたの勤務経験を教えてください。（あ

てはまるもの１つ） 

勤務経験において、前回調査時と比較し「20～29 年」の回答者が 9.1 ポイント増加し、「５

年未満」の回答者が 6.5 ポイント減少した。 

 

  

7.3 

5.9 

62.5 

63.6 

30.1 

29.0 

0.0 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（n=694）

前回調査（n=813）

幼稚園・認定こども園 小学校 中学校 不明・無回答

10.5 

8.0 

89.3 

90.7 

0.1 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（n=694）

前回調査（n=813）

管理職 管理職以外 不明・無回答

13.8 

20.3 

13.4 

13.5 

21.5 

18.7 

20.6 

24.6 

30.7 

21.6 

0.0

1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（n=694）

前回調査（n=813）

５年未満 ５～９年 10～19年 20～29年 30年以上 不明・無回答
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問４ あなたが勤務している学校はどの校区ですか。（あてはまるもの１つ） 

勤務している校区については大きな変化はなく、「八景中学校区」が最も多い 20.6％、次

いで「ゆりのき台中学校区」が 20.0％、「けやき台中学校区」が 12.4％となっている。 

 

  

8.4 10.1 9.7 20.6 12.4 6.3 12.0 20.0 0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=694）

長坂中学校区 上野台中学校区 狭間中学校区

八景中学校区 けやき台中学校区 藍中学校区

富士中学校区 ゆりのき台中学校区 不明・無回答
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２ 教職員の職場環境について 
問５-１ あなたはご自身の職務について、「現在の状況」として、①～⑯のどの業

務が多忙ですか。（「該当なし」を０とし、「多忙である」を５点、「多

忙でない」を１点としてそれぞれあてはまるもの１つ） 

教職員にとって現在多忙な業務は、「支援が必要な児童生徒・保護者への対応」が 30.1％

と最も多く、次いで「保育・授業以外の担任業務」が 29.4％、「保育・授業の準備」が 28.2％

と多くなっており、外部との連携やデジタル化による業務負担の軽減が必要とされているこ

とが伺える。 

  

14.3 

25.4 

18.0 

5.6 

51.6 

8.2 

13.1 

13.7 

9.4 

5.2 

14.0 

5.9 

37.9 

16.0 

29.7 

39.0 

4.9 

2.3 

3.6 

6.3 

16.7 

6.1 

9.7 

11.1 

11.5 

5.6 

11.2 

16.3 

15.7 

22.3 

12.4 

19.9 

6.5

5.9 

7.1 

9.2 

10.4 

7.5 

11.8 

13.7 

13.1 

9.7 

14.6 

17.4 

10.7 

18.0 

10.2 

11.7 

18.3

16.3 

20.3 

27.1 

10.2 

22.5 

22.0 

25.4 

27.8 

23.9 

24.4 

34.4 

18.9 

28.5 

17.4 

17.4 

27.2

20.3 

25.1 

23.9 

5.8 

25.2 

20.9 

15.9 

19.3 

28.8 

17.0 

15.4 

9.4 

10.1 

12.7 

7.3 

28.2

29.4 

25.5 

27.4 

4.9 

30.1 

22.0 

19.6 

18.4 

26.4 

18.4 

9.9 

7.1 

4.6 

17.1 

4.2 

0.6

0.4 

0.4 

0.4 

0.4 

0.4 

0.4 

0.7 

0.4 

0.4 

0.4 

0.6 

0.4 

0.4 

0.4 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①保育・授業の準備

②保育・授業以外の

担任業務

③学習評価や成績処理、

保育の評価・記録

④学校行事の準備・運営

⑤進路指導

⑥支援が必要な児童生徒・

保護者への対応

⑦いじめ、不登校、

生徒指導対応や保護者対応

⑧給食時の対応

⑨調査・統計等への回答等

⑩事務関係書類の作成

⑪児童生徒の休み時間

における対応

⑫園内・校内清掃（環境整備）

⑬クラブ活動・部活動

⑭通園・登下校に関する対応

⑮学校徴収金の徴収・管理

⑯地域ボランティアとの

連絡調整

０（該当なし） 1点 2点 3点 4点 5点 不明・無回答

多忙でない 多忙である

（n=694） 
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問５-２ ①～⑯の業務としての「今後の重要度」について、あなたの考えに最も近

いものを、それぞれ１つずつ選んでください。（「該当なし」を０とし、

「重要」を５点、「重要でない」を１点としてそれぞれあてはまるもの１

つ） 

教職員における今後の重要度は、「保育・授業の準備」が 63.7％最も多く、次いで「支援

が必要な児童生徒・保護者への対応」が 57.6％、「いじめ、不登校、生徒指導対応や保護者

対応」が 55.6％と多くなっており、「重要である」と考えている業務が特に負担となってい

ることが伺える。 

 

12.2 

23.5 

15.0 

5.0 

43.9 

8.1 

9.8 

9.7 

8.1 

5.2 

12.4 

4.5 

33.3 

13.3 

21.0 

26.4 

0.4 

1.9 

0.6 

1.7 

2.6 

0.7 

0.7 

4.3 

22.0 

13.0 

2.7 

4.5 

14.1 

14.7 

19.2 

6.5 

2.3 

3.9 

2.6 

5.3 

5.9 

2.4 

3.2 

8.9 

23.1 

21.5 

8.2 

14.1 

13.8 

18.0 

11.8 

12.4 

6.9 

15.7 

15.9 

26.9 

13.4 

11.1 

13.8 

27.5 

27.8 

28.2 

28.5 

35.9 

24.5 

30.1 

19.2 

29.3 

13.4 

18.9 

20.3 

23.5 

11.5 

19.0 

15.9 

17.3 

9.1 

14.6 

20.7 

19.0 

5.8 

12.7 

10.8 

11.2 

63.7 

35.3 

44.7 

36.5 

21.8 

57.6 

55.6 

30.8 

8.9 

16.7 

26.5 

20.9 

7.1 

10.1 

16.9 

13.3 

1.0 

0.9 

1.0 

1.0 

0.9 

1.0 

1.0 

1.4 

1.0 

0.9 

0.9 

1.2 

1.4 

1.2 

1.2 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保育・授業の準備

保育・授業以外の

担任業務

学習評価や成績処理、

保育の評価・記録

学校行事の準備・運営

進路指導

支援が必要な児童生徒・

保護者への対応

いじめ、不登校、生徒指導対応

や保護者対応

給食時の対応

調査・統計等への回答等

事務関係書類の作成

児童生徒の休み時間

における対応

園内・校内清掃（環境整備）

クラブ活動・部活動

通園・登下校に関する対応

学校徴収金の徴収・管理

地域ボランティアとの連絡調整

０（該当なし） １点 ２点 ３点 ４点 ５点 不明・無回答

重要ではない 重要

（n=694） 
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問６ 業務において、負担やストレスを感じる点はありますか。（あてはまるもの

１つ） 

業務において負担やストレスを感じる点が「ある」と回答した人が 55.8％と半数を超えて

おり、「どちらかといえばある」と感じている回答者を含めると 86.9％と、多くの教職員が

負担やストレスを感じていることが伺える。 

 

問６-１ 負担やストレスを感じるのはどんなことですか。（あてはまるものすべ

て） 

具体的な負担やストレスの原因として、「業務量の多い」ことが 77.3％と最も多く、次い

で「保護者への対応」が 57.7％となっている。一方で、「自身の家庭やプライベートの問題」

や「自身の体調の問題」という回答はそれぞれ 14.3％、22.7％と少なくなっており、業務や

働き方が課題になっていることが伺える。 

 

  

55.8 31.1 9.9 1.7 1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=694）

ある どちらかといえばある どちらかといえばない ない 不明・無回答

77.3 

29.5 

47.6 

57.7 

14.3 

22.7 

6.3 

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

業務量が多い

職場の人間関係

学級運営・児童生徒への対応

保護者への対応

自身の家庭やプライベートの問題

自身の体調の問題

その他

不明・無回答

全体（n=603）
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問７ 業務を進めるうえで、改善が必要だと感じる点はありますか。（あてはまる

もの１つ） 

業務を進めるうえで、改善が必要だと感じる点が「ある」と回答した人が 67.1％、「どち

らかといえばある」と感じている回答者を含めると 90.0％と、多くの教職員が業務改善の必

要性を感じていることが伺える。 

 

問７-１ 特に改善が必要だと思うものは何ですか。（あてはまるものすべて） 

特に改善が必要だと思う点について、「人員配置のさらなる充実」が 84.8%と最も多く、次

いで「事務関係書類の提出の減少・効率化」が 70.9％、「教職員が担う必要のない業務の外

部委託やボランティアによる対応」が 69.1％と、業務量の改善や業務の効率化・分担が必要

とされていることが伺える。 

 
  

67.1 22.9 7.3 1.2 1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=694）

ある どちらかといえばある どちらかといえばない ない 不明・無回答

84.8 

69.1 

49.1 

40.6 

70.9 

52.8 

25.6 

21.6 

22.2 

49.1 

3.5 

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人員配置のさらなる充実

教職員が担う必要のない業務の外部

委託やボランティアによる対応

教職員が担う業務の外部委託やボラ

ンティア活用による負担軽減

教職員間の連携・業務分担の促進

事務関係書類の提出の減少・効率化

会議や研究会の効率化・スリム化

ＩＣＴ機器活用の促進

教職員が相談できる場や機会の充実

執務環境のさらなる充実

授業時間、時程の見直し

その他

不明・無回答

全体（n=625）
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３ 教育や学習に関する取組について 
問８ あなたは、児童生徒への指導力向上に向けた実践を行っていますか。（あて

はまるもの１つ） 

指導力向上に向けた実践について、「行っている」「どちらかといえば行っている」と回答

した人が 88.0％であり、約 10％の回答者が「行っていない」「どちらかといえば行っていな

い」と感じている。 

38.3 49.7 6.2 4.5 1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=694）

行っている どちらかといえば行っている

どちらかといえば行っていない 行っていない

不明・無回答
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問９-１ ①～㉖の三田市の教育の取組の中で、「現在の状況」（できていると感じ

るもの）はどれですか。（「できている」を５点、「できていない」を１点として

それぞれあてはまるもの１つ） 

教育の取組の中で「現在できている」と感じるものとして、「特別支援教育」や「生徒指

導・相談体制の充実」が多くなっている一方で、できていないと感じているものとして「学

校の再編」や「教職員の働き方改革」が多くなっており、学校の運営体制の改善が課題とな

っていることが伺える。 

 

1.0 

2.7 

0.9 

0.9 

0.9 

4.5 

6.3 

3.3 

1.3 

1.6 

1.6 

3.3 

5.6 

1.6 

5.2 

3.3 

2.0 

14.3 

2.6 

4.6 

9.1 

3.2 

2.6 

2.4 

24.9 

6.5 

7.8 

12.7 

6.2 

6.3 

4.9 

15.6 

13.8 

14.8 

10.2 

7.6 

9.7 

14.1 

23.6 

9.9 

16.6 

11.2 

7.9 

25.5 

11.1 

18.3 

22.2 

15.0 

15.4 

13.1 

25.6 

19.6 

52.6 

49.9 

46.3 

47.8 

45.1 

50.4 

40.3 

51.6 

51.0 

37.9 

40.2 

57.3 

53.6 

51.7 

48.3 

51.9 

49.9 

38.9 

50.9 

55.8 

52.3 

59.8 

57.1 

58.4 

42.8 

48.6 

31.6 

26.7 

36.2 

34.6 

38.5 

23.5 

31.6 

23.3 

29.1 

36.9 

34.9 

20.5 

13.3 

29.5 

22.2 

28.0 

34.1 

16.6 

28.7 

17.4 

12.7 

18.2 

20.7 

21.2 

5.0 

20.9 

6.3 

7.2 

9.8 

9.5 

9.8 

5.2 

7.1 

6.2 

7.5 

15.0 

12.8 

3.7 

2.9 

6.3 

6.9 

4.8 

5.3 

4.3 

5.9 

3.2 

2.7 

3.0 

3.5 

4.2 

0.9 

3.7 

0.7 

0.9 

0.7 

0.9 

0.9 

0.9 

0.9 

0.7 

0.9 

1.0 

0.9 

1.0 

1.0 

0.9 

0.9 

0.9 

0.7 

0.4 

0.9 

0.7 

1.0 

0.9 

0.7 

0.7 

0.7 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①児童生徒の可能性を

ひろげる資質・能力の育成

②育ちと学びをつなぐ教育

（学校園の連携）

③道徳性を育む教育

④「共生」の心を育む教育

⑤協働的に学ぶ力の育成

⑥体力・運動能力の向上

⑦ＩＣＴを活用する能力を

育む教育

⑧食育・健康教育

⑨安全・防災教育

⑩特別支援教育

⑪生徒指導・相談体制

の充実

⑫キャリア育成と自己実現を

図る教育

⑬グローバル化に

対応した教育

⑭生きる力の

基礎を育む教育

⑮幼児期と児童期の円滑な

接続推進（幼・保・小の連携）

⑯学校組織力の向上

⑰教職員の資質・

指導力の向上

⑱教職員の働き方改革

⑲学校・家庭・地域の

連携と協働

⑳家庭・地域の教育支援

㉑保護者の

経済的負担の軽減

㉒学習成果を活かす

仕組みづくり

㉓多様な学習機会の創出

㉔多様な意見や考え方に

触れる機会の創出

㉕学校の再編

㉖安全安心で充実した

環境の整備

１点 ２点 ３点 ４点 ５点 不明・無回答

できていない できている

（n=694） 
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問９-２ ①～㉖の三田市の教育の取組の中で、今後「充実する必要があるもの」は

どれですか。（充実が「必要」を５点、「必要でない」を１点としてそれ

ぞれあてはまるもの１つ） 

教育の取組の中で「充実する必要がある」と感じるものとして、「教職員の働き方改革」が

最も多く、次いで「特別支援教育」や「安全安心で充実した環境の整備」などが多くなってお

り、教職員の働き方改革が喫緊の課題であることが伺える。 

 

0.0 

0.3 

0.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.6 

0.7 

0.1 

0.1 

0.1 

0.4 

0.0 

0.0 

0.6 

0.0 

0.1 

0.1 

0.0 

0.3 

0.9 

0.1 

0.1 

0.0 

3.0 

0.0 

1.9 

2.9 

1.2 

1.3 

1.0 

1.7 

3.2 

3.6 

1.4 

0.6 

1.0 

3.3 

3.6 

1.2 

3.7 

1.7 

1.0 

0.9 

1.3 

2.6 

5.0 

2.0 

2.4 

1.4 

5.3 

1.0 

19.2 

26.8 

18.3 

18.2 

17.3 

22.3 

24.5 

28.4 

22.9 

13.7 

16.3 

27.8 

28.8 

19.5 

31.4 

21.6 

14.8 

10.2 

24.2 

24.8 

32.4 

30.5 

26.2 

23.1 

35.0 

15.7 

30.3 

32.1 

26.2 

28.0 

29.0 

31.4 

29.7 

29.8 

27.2 

21.9 

24.4 

29.7 

33.3 

25.2 

29.5 

28.2 

26.8 

18.9 

31.6 

31.6 

26.7 

28.4 

30.7 

31.1 

20.6 

19.9 

47.8 

36.9 

53.3 

51.9 

52.0 

43.8 

41.4 

36.6 

47.6 

62.8 

57.3 

37.9 

33.3 

53.2 

34.0 

47.8 

56.3 

69.2 

42.2 

40.1 

34.1 

38.2 

39.6 

43.2 

35.2 

62.2 

0.9 

1.0 

0.9 

0.7 

0.7 

0.7 

0.7 

0.9 

0.7 

0.9 

0.9 

0.9 

1.0 

1.0 

0.7 

0.6 

0.9 

0.7 

0.7 

0.7 

0.9 

0.7 

0.9 

1.2 

0.9 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①児童生徒の可能性を

ひろげる資質・能力の育成

②育ちと学びをつなぐ教育

（学校園の連携）

③道徳性を育む教育

④「共生」の心を育む教育

⑤協働的に学ぶ力の育成

⑥体力・運動能力の向上

⑦ＩＣＴを活用する能力を

育む教育

⑧食育・健康教育

⑨安全・防災教育

⑩特別支援教育

⑪生徒指導・相談体制

の充実

⑫キャリア育成と自己実現を

図る教育

⑬グローバル化に

対応した教育

⑭生きる力の

基礎を育む教育

⑮幼児期と児童期の円滑な

接続推進（幼・保・小の連携）

⑯学校組織力の向上

⑰教職員の資質・

指導力の向上

⑱教職員の働き方改革

⑲学校・家庭・地域の

連携と協働

⑳家庭・地域の教育支援

㉑保護者の

経済的負担の軽減

㉒学習成果を活かす

仕組みづくり

㉓多様な学習機会の創出

㉔多様な意見や考え方に

触れる機会の創出

㉕学校の再編

㉖安全安心で充実した

環境の整備

1点 2点 3点 4点 5点 不明・無回答

必要でない 必要

（n=694） 
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問 10 あなたの学校と地域は、上手く連携できていますか。（あてはまるもの１つ） 

学校と地域の連携について、「上手く連携できている」と感じている回答者が 57.2％と半

数以上となっており、連携に対する課題意識は低いことが伺える。 

 
 

問 11 学校・家庭・地域が相互の連携・協力を深め、子育てしていく上で、大切なこ

とは何だと思いますか。（３つまで） 

学校・家庭・地域が相互の連携・協力を深め、子育てしていく上で大切なこととして、

前回調査よりも 10 ポイント以上減少したものの「それぞれの情報を共有すること」

が 66.6％と最も多く、次いで「学校・家庭・地域をつなぐ人がいること」が 65.1％と

10 ポイント以上増加し、２番目に多い結果となった。 

 

 

57.2 31.1 3.5 7.6 0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=694）

上手く連携できている どちらとも言えない 上手く連携できていない

わからない 不明・無回答

58.2 

66.6 

65.1 

10.1 

8.8 

1.9 

7.1 

23.8 

0.9 

0.6 

50.8 

79.7 

48.8 

12.3 

24.5 

2.5 

8.5 

0.0 

1.2 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

それぞれの役割分担を明らかにすること

それぞれの情報を共有すること

学校・家庭・地域をつなぐ人がいること

コミュニティ・スクールを充実すること

放課後や休日に地域の人々が児童生徒の

学習支援や児童生徒との交流を行うこと

ＰＴＡ活動を活性化すること

市内でのイベントや学校行事等を学校や

関係機関等が協力して行うこと

地域の資源を活用した学習を充実すること

その他

不明・無回答

今回調査（n=694） 前回調査（n=813）
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問 12 あなたの学校は、児童生徒が安心して学べる環境ができていると思いますか。

（あてはまるもの１つ） 

児童生徒が安心して学べる環境が「できている」「どちらかといえばできている」と感じ

ている回答者が 91.5％を占めており、「できていない」「どちらかといえばできていない」

と感じている回答者は 7.1％に留まっている。 

 

問 12-１ 特に改善が必要だと思うものは何ですか。（３つまで） 

特に改善が必要だと思うものにつきまして、「施設の老朽化対策・安全対策」が 71.4％と

最も多く、次いで「教材や備品の充実」が 38.8％となっている。 

 
  

26.4 65.1 5.2 1.9 1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=694）

できていると思う どちらかといえばできていると思う

どちらかといえばできていないと思う できていないと思う

不明・無回答

6.1 

71.4 

24.5 

10.2 

22.4 

26.5 

6.1 

28.6 

0.0

38.8 

2.0 

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

通学路の危険箇所の把握や安全確保

施設の老朽化対策・安全対策

施設のバリアフリー化

授業のユニバーサルデザイン化

教職員の指導力

いじめ等未然防止や、適切な対応

防災教育・防災訓練の充実

不審者対策や防犯対策の充実

学校給食の改善

教材や備品の充実

その他

不明・無回答

全体（n=49）
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問 13 あなたの学校は、いじめへの対策・対応が適切にできていると思いますか。

（あてはまるもの１つ） 

いじめへの対策・対応が適切に「できている」「どちらかといえばできている」と感じてい

る回答者は 89.6％を占めており、「できていない」「どちらかといえばできていない」と感

じている回答者は 2.9％に留まっている。 

 

問 13-１ 特に改善が必要だと思うものは何ですか。（３つまで） 

特に改善が必要だと思うものとして、「いじめ認知後の初期対応」が 55.0％と最も多く、

次いで「いじめの未然防止」が 45.0％となっている。 

 

  

37.6 52.0 2.2 0.7 7.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=694）

できていると思う どちらかといえばできていると思う

どちらかといえばできていないと思う できていないと思う

不明・無回答

45.0 

10.0 

55.0 

35.0 

20.0 

35.0 

25.0 

15.0 

5.0 

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

いじめの未然防止

いじめの早期発見

いじめ認知後の初期対応

いじめを行った児童生徒への指導

いじめを受けた児童生徒へのフォロー

すべての児童生徒に対する

いじめの防止に向けた教育

専門家による継続的な相談・支援

いじめについての

保護者や市民への啓発

その他

不明・無回答

全体（n=20）
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問 14 あなたの学校は、不登校児童生徒への対策・対応が適切にできていると思いま

すか。（あてはまるもの１つ） 

不登校児童生徒への対策・対応について、「できている」「どちらかといえばできている」

と感じている回答者は 91.6％を占めており、「できていない」「どちらかといえばできてい

ない」と感じている回答者は 4.0％に留まっている。  

 

問 14-１ 特にできていないと思うものは何ですか。（あてはまるものすべて） 

特にできていないと思うものとして、「不登校理由の把握やその解決に向けた取組」が

46.4％と最も多く、次いで「不登校の兆候の早期把握や未然防止」「学校への復帰に向けた

支援」が同じく 42.9％となっている。 

 
  

33.1 58.5 3.6 0.4 4.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=694）

できていると思う どちらかといえばできていると思う

どちらかといえばできていないと思う できていないと思う

不明・無回答

42.9 

46.4 

42.9 

28.6 

32.1 

21.4 

7.1 

3.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

不登校の兆候の早期把握や未然防止

不登校理由の把握や

その解決に向けた取組

学校への復帰に向けた支援

不登校児童生徒やその保護者との

コミュニケーション

学校内での居場所の充実

自宅からでも学習に参加できる

機会の提供

その他

不明・無回答

全体（n=28）
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問 15 本市では、学校の小規模化に伴う諸課題を解消し、教育環境や学習環境を充実

していくため、三田市立学校のあり方に関する基本方針に基づき学校再編（統

合）の取組を進めていくこととしています。この取組について期待することや、

心配なことなど、あなたのお考えに近いものを選んでください。（あてはまる

ものすべて） 

学校再編の取組への関心として、「クラス替え等により、新しい友だちをつくる機

会が増え、社会性や協調性を育みやすい」が 60.2％と最も多く、次いで「多様な考え

や意見を聞いて学び、協力し合う経験が多くなる」が 56.8％で多くなっている。 

 

56.8 

60.2 

44.1 

46.1 

52.0 

17.7 

7.3 

18.3 

12.2 

14.0 

13.3 

7.5 

19.6 

13.1 

12.1 

6.1 

1.2 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80%

多様な考えや意見を聞いて学び、

協力し合う経験が多くなる

クラス替え等により、新しい友だちをつくる

機会が増え、社会性や協調性を育みやすい

学校生活のあらゆる場面で教育活動に選択の幅が広が

り、多様な学習・指導形態がとりやすい

児童生徒を複数の教職員が、

様々な面から見守り、評価することができる

学校までの距離が遠くなるため、

安全・安心な通学ができるよう対策が必要

児童生徒一人一人の把握が難しくなりやすい

学校行事やクラブ活動等において、

一人一人に個別の活動機会を設定しにくい

保護者や地域社会との連携が難しくなりやすい

児童生徒一人一人に目が届きやすく、

きめ細かな指導が行いやすい

児童生徒相互の人間関係が深まりやすい

他の学年との交流が行いやすい

学校行事やクラブ活動等において、

一人一人に個別の活動機会を設定しやすい

クラス替えが困難なことなどから、人間関係の固定化、序

列化などが生じやすい

集団の中で、多様な考えに触れる機会や

切磋琢磨する機会が少なくなる

学校行事や集団活動など、学校生活の様々な

場面で教育活動に制約が生じやすい

ＰＴＡ活動や校外学習費など、

保護者の負担が大きくなりやすい

その他

不明・無回答

全体（n=694）
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問 15-１ あなたは、学校再編の取組についてどのように思われますか。（あてはま

るもの１つ） 

学校再編の取組について「理解できる」「おおむね理解できる」と感じている回答

者が 86.1％を占めており、理解が進んでいることが伺える。 

 

４ ＩＣＴ教育について 

問 16 あなたの勤務先の学校のＩＣＴ環境は整備されていますか。（あてはまるも

の１つ） 

勤務先のＩＣＴ環境の整備について、「されている」「どちらかといえばされてい

る」と感じている回答者が 84.4％を占めており、環境整備が進んでいることが伺える。 

 
問 17 あなたは、ＩＣＴ機器を活用した保育・授業をどの程度行っていますか。

（あてはまるもの１つ） 

ＩＣＴ機器を活用した保育・授業について、「かなり行っている」「どちらかとい

えば行っている」と感じている回答者が 74.2％を占めており、多くの学校で行ってい

ることが伺える。 

 

  

29.3 56.8 4.0 9.1 0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=694）

理解できる おおむね理解できる 理解できない

どちらとも言えない 不明・無回答

31.7 52.7 12.7 2.3 0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=694）

されている どちらかといえばされている

どちらかといえばされていない されていない

不明・無回答

17.7 56.5 17.9 7.3 0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=694）

かなり行っている どちらかといえば行っている

どちらかといえば行っていない 行っていない

不明・無回答



38 

 

問 18 ＩＣＴ機器を活用した保育・授業によるメリットと感じることは何ですか。

（あてはまるものすべて） 

ＩＣＴ機器を活用した保育・授業のメリットを感じることとして、「情報活用力の

向上」が 64.3％と最も多く、次いで「学習意欲の向上」が 51.6％と多くなっている。 

 
問 19 ＩＣＴ機器を活用した教育の推進には、どのような支援が必要だと感じます

か。（あてはまるものすべて） 

ＩＣＴ機器を活用した教育の推進に必要な支援として、「ＩＣＴ機器の操作に関す

る研修」が 66.7％と最も多く、次いで「保育・授業づくりに関する研修」が 48.8％と

多くなっている。 

  

51.6 

64.3 

42.8 

22.8 

33.4 

31.6 

43.7 

24.8 

1.0 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80%

学習意欲の向上

情報活用力の向上

保育・授業の効率化

保育・授業の個別最適化

児童生徒の探究的な学習の深化

協働的な学びの促進

ＩＣＴ機器操作力の向上

リアルタイムな情報の更新

その他

不明・無回答

全体（n=694）

48.8 

66.7 

42.5 

29.1 

46.5 

24.4 

26.2 

2.4 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80%

保育・授業づくりに関する研修

ＩＣＴ機器の操作に関する研修

情報セキュリティに関する研修

著作権に関する研修

ＩＣＴ支援員の派遣による支援

サポートデスクによる支援

先進事例等の情報共有

その他

不明・無回答

全体（n=694）



39 

 

Ⅳ 小中学生アンケート調査結果 

問１ あなたの学年をおしえてください。（あてはまるもの１つ） 

中学生２年生が 43.2％、小学５年生が 56.8％となっている。 

 

問２ 学校は楽しいですか。（あてはまるもの１つ） 

「とても楽しい」「どちらかといえば楽しい」と回答した人の割合が、中学２年生では 91.6％、

小学５年生では 87.9％となっており、多くの児童生徒が学校を楽しんでいることが伺える。 

 

 

学校生活が楽しい理由 

（１）友人との交流・人間関係 411 件 

（２）授業・学習内容 94 件 

（３）学校の雰囲気・環境 44 件 

（４）部活動・クラブ活動 23 件 

（５）学校行事・活動 17 件 

（６）休み時間・放課後 17 件 

（７）給食 ８件 

（８）その他 24 件 

学校生活があまり楽しくない・大変な理由 

（１）勉強・授業への不満・困難 62 件 

（２）教師・指導への不満 ７件 

（３）人間関係の悩み・いじめ 29 件 

（４）規則・環境への不満 24 件 

（５）その他 30 件 

43.2 56.8 0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,727）

中学２年生 小学５年生 不明・無回答

42.7 

47.9 

45.2 

43.7 

8.5 

7.5 

3.6 

0.8 

0.1 

0.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学５年生（n=981）

中学２年生（n=746）

とても楽しい どちらかといえば楽しい あまり楽しくない

楽しくない 不明・無回答



40 

 

問３ 毎日の学校生活で、楽しいと感じるときはいつですか。（あてはまるもの３

つまで） 

毎日の学校生活で楽しいと感じるときについて、中学２年生と小学５年生のともに「休み

時間」が 80%超えで最も多く、次いで中学２年生では「行事のとき」が 59.9％、小学５年生

では「クラブ活動・部活動」が 46.3％と多くなっている。一方で、「授業中」と回答した人

は約 15％に留まっている現状となっており、楽しいと感じる授業づくりが課題になっている

ことが伺える。 

 

  

25.4 

13.0 

83.1 

34.0 

46.3 

17.6 

4.1 

41.6 

1.1 

4.3 

0.2 

30.3 

14.1 

80.8 

26.3 

51.3 

3.1 

1.5 

59.9 

1.2 

1.2 

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

登下校のとき

授業中

休み時間

給食の時間

クラブ活動・部活動

委員会活動・係活動

そうじの時間

行事のとき（運動会など）

楽しいと感じるときはない

その他

不明・無回答

小学５年生（n=981） 中学２年生（n=746）



41 

 

問４ 学級活動やクラブ活動・部活動などの特別活動をのぞいて、授業が楽しい、

好きだと感じるときはいつですか。（あてはまるもの３つまで） 

授業が楽しい、好きだと感じるときについて、中学２年生、小学５年生ともに「友だちと

協力して学習や話し合い、作業や練習をしているとき」が 63.8％と最も多く、次いで「先生

の話がおもしろく、わかりやすいとき」が 60.1％と多くなっており、人とのコミュニケーシ

ョンの中に楽しさを見出す傾向が伺える。 

 
  

16.3 

52.5 

17.8 

38.2 

42.9 

52.3 

7.5 

5.8 

4.4 

0.2 

12.1 

63.8 

14.6 

23.2 

44.0 

60.1 

8.2 

5.6 

1.6 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80%

新しい問題を解いているとき

友だちと協力して学習や話し合い、

作業や練習をしているとき

一人で学習や作業、練習をしているとき

自分の考えや発表したことが、

友だちや先生からみとめられたとき

わからないことがわかったり、

できるようになったとき

先生の話がおもしろく、わかりやすいとき

身近な社会のことについて学んでいるとき

楽しい・好きだと感じるときはない

その他

不明・無回答

小学５年生（n=981） 中学２年生（n=746）



42 

 

問５ ≪小学生≫次の授業は好きですか。（それぞれあてはまるもの１つ） 

小学生の「好き」「どちらかといえば好き」な授業について、「図画工作」が 90.8%と最も

多く、次いで「理科」が 88.2％、「体育」が 87.5％と多くなっている。一方で、「国語」「算

数」「社会」といった基本的な科目や「道徳」を好きと感じている児童が少ないことが課題で

あると伺える。 

  
  

23.6 

29.5 

52.3 

29.4 

50.2 

69.9 

60.7 

66.8 

28.3 

56.7 

33.9 

39.9 

40.7 

30.6 

35.9 

32.0 

32.6 

20.9 

27.0 

20.7 

39.1 

31.7 

36.3 

29.2 

25.4 

22.3 

7.7 

25.1 

11.4 

6.1 

8.0 

7.3 

19.4 

8.3 

17.0 

11.1 

10.1 

17.3 

3.8 

13.3 

5.6 

2.9 

4.1 

5.0 

12.7 

3.1 

12.4 

6.6 

0.2 

0.3 

0.3 

0.3 

0.2 

0.2 

0.3 

0.2 

0.4 

0.3 

0.3 

13.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国語

算数

理科

社会

音楽

図画工作

家庭科

体育

道徳

総合的な学習の時間

外国語活動・英語

自立活動

好き どちらかといえば好き

どちらかといえば好きではない 好きではない

不明・無回答

（n=981） 



43 

 

問５ ≪中学生≫次の授業は好きですか。（それぞれあてはまるもの１つ） 

中学生の好きな授業では、「総合的な学習の時間」が 85.6％と最も多く、次いで「音楽」

が 82.6％、「美術」が 78.8％と多くなっている。一方で、「理科」が好きな割合は小学生と

比較し大幅に減少しており、その他の科目においても小学生と比較し減少傾向にあることが

伺える。 

  

  

20.9 

26.0 

25.7 

36.9 

43.6 

40.9 

46.2 

28.7 

23.7 

21.7 

48.3 

34.6 

45.8 

31.5 

39.7 

38.9 

39.0 

37.9 

32.2 

49.1 

36.2 

41.7 

37.3 

43.8 

25.6 

26.9 

23.1 

17.6 

12.9 

15.5 

13.3 

17.8 

24.1 

23.7 

9.8 

13.8 

7.6 

15.5 

11.5 

6.7 

4.6 

5.6 

8.3 

4.4 

16.0 

12.9 

4.7 

6.0 

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国語

数学

理科

社会

音楽

美術

保健体育

技術・家庭

英語

道徳

総合的な学習の時間

自立活動

好き どちらかといえば好き

どちらかといえば好きではない 好きではない

不明・無回答

（n=746） 



44 

 

問６ 毎日の生活の中で不安に感じることはありますか。①～⑨のそれぞれについ

て当てはまるものをえらんでください。（それぞれあてはまるもの１つ） 

毎日の生活の中で不安に感じることとして、「不安に感じる」「たまに不安を感じる」を合

わせた割合では「勉強について」が 59.1％と最も多く、次いで「進路や将来について」が 52.5％

と多くなっている。 

  

  

17.5 

8.5 

10.0 

4.5 

4.7 

3.2 

6.8 

4.3 

21.4 

41.6 

28.4 

21.9 

14.6 

14.8 

10.0 

20.0 

12.4 

31.1 

23.7 

28.4 

26.5 

34.3 

25.9 

20.1 

27.2 

20.0 

21.4 

17.0 

34.4 

41.3 

46.3 

54.0 

66.4 

45.7 

62.9 

25.9 

0.2 

0.3 

0.3 

0.3 

0.6 

0.3 

0.3 

0.3 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①勉強について

②友だち関係について

③運動について

④先生との関係について

⑤クラブ活動・部活動について

⑥給食について

⑦自分のからだや

健康について

⑧家や家族のことについて

⑨進路や将来について

不安に感じる たまに不安に感じる ほとんど不安に感じない

不安に感じない 不明・無回答

（n=1,727） 



45 

 

問７ なやみや不安なことがあるとき、だれに相談しますか。（あてはまるもの３

つまで） 

なやみや不安なことがあるときに相談相手として、小学５年生では「家族」が 77.1％と最

も多くなっている一方で、中学２年生では「学校の友だち」が 77.2％と最も多くなっており、

「家族」や「先生」は小学５年生と比較して少なくなっている。 

 

  

77.1 

59.2 

68.0 

11.1 

2.4 

5.7 

8.9 

2.5 

0.3 

63.3 

39.3 

77.2 

13.8 

6.8 

11.5 

8.0 

1.6 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族

先生

学校の友だち

学校以外の友だち

インターネットやＳＮＳ上の友だち

ＡＩ

相談しない

その他

不明・無回答

小学５年生（n=981） 中学２年生（n=746）



46 

 

問８ あなたがいじめを受けたときや見たときに、だれに相談しますか。（あては 

まるもの３つまで） 

いじめを受けたときや見たときに相談相手として、小学５年生では「先生」が 77.1％と最

も多くなっている一方で、中学２年生では「学校の友だち」が 70.9％と最も多くなっており、

「家族」や「先生」は小学５年生と比較して 10ポイント以上少なくなっている。 

 

  

68.7 

77.1 

66.6 

8.1 

1.6 

5.2 

5.0 

2.8 

0.2 

58.2 

62.6 

70.9 

12.3 

4.4 

6.6 

5.0 

0.5 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族

先生

学校の友だち

学校以外の友だち

インターネットやＳＮＳ上の友だち

ＡＩ

相談しない

その他

不明・無回答

小学５年生（n=981） 中学２年生（n=746）



47 

 

問９ 授業でタブレットなどを使って勉強するとき、どんなことがいいなと思いま

すか。（あてはまるものすべて） 

タブレットなどを使った授業の良いことについて、小学５年生・中学２年生のどちらも「自

分のペースで勉強できる」ことが最も多くなっている。一方で、「自分の考えをまとめるの

が楽しい」という回答は両者で約 15 ポイントの差が生まれている。 

 
 

  

72.5 

47.6 

55.0 

32.5 

39.1 

4.4 

2.1 

65.4 

48.8 

51.2 

32.0 

25.1 

2.9 

3.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

自分のペースで勉強できる

わからないところを何度も見返せる

友だちと教え合ったり、一緒に調べたりしやすい

発表するときにわかりやすい

自分の考えをまとめるのが楽しい

その他

不明・無回答

小学５年生（n=981） 中学２年生（n=746）



48 

 

問 10 大人になっても三田市に住み続けみたいと思いますか。（あてはまるもの１

つ） 

大人になっても三田市に住み続けたいと「思う」「どちらかといえばそう思う」と感じて

いる回答者は、小学５年生では 74.2％に対し、中学２年生では 55.3％と約 20 ポイント少な

くなっている。 

 

三田市に住み続けたい理由 

（１）自然環境・地域性 95 件 

（２）安心感・治安・安全 33 件 

（３）慣れ・愛着・思い出 44 件 

（４）人間関係・地域交流 57 件 

（５）利便性・住みやすさ 38 件 

三田市に住み続けたくない・迷う理由 

（１）都会志向・他地域への興味 149 件 

（２）不便さ・施設の不足 24 件 

（３）将来の仕事・進路 24 件 

（４）その他（消極的な理由） 23 件 

 

  

42.2 

16.8 

32.0 

38.5 

15.4 

31.8 

8.8 

12.2 

1.6 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学５年生（n=981）

中学２年生（n=746）

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

不明・無回答



49 

 

問 11 ①あなたは自分に良いところがあると思いますか？（小学５年生）（あては

まるもの１つ） 

自分に良いところがあると「思う」「どちらかといえばそう思う」と感じている回答者は

69.3％と、前回調査の 69.9％からわずかに減少した。また、「分からない」と感じている回

答者が 19.8％となっている。 

 

問 11 ①あなたは自分に良いところがあると思いますか？（中学２年生）（あては

まるもの１つ） 

自分に良いところがあると「思う」「どちらかといえばそう思う」と感じている回答者は

72.0％と、前回調査の 66.3％から 5.7 ポイント増加した。また、「分からない」と感じてい

る回答者が 12.7％と小学 5年生より少なくなっている。 

 

  

33.7 

35.3 

35.6 

34.6 

6.9 

5.2 

3.7 

3.3 

19.8 

21.5 

0.3 

0.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（n=981）

前回調査（n=992）

当てはまる どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

わからない 不明・無回答

31.4 

22.9 

40.6 

43.4 

9.5 

12.0 

5.1 

5.5 

12.7 

16.3 

0.7 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（n=746）

前回調査（n=860）

当てはまる どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

わからない 不明・無回答



50 

 

問 11 ②あなたには信頼できる人がいますか（小学５年生）（あてはまるもの１つ） 

信頼できる人が「いる」「どちらかといえばいる」と感じている回答者は 91.3％と、前回

調査の 94.6％から 3.3 ポイント少なくなっている。 

 

問 11 ②あなたには信頼できる人がいますか（中学２年生）（あてはまるもの１つ） 

信頼できる人が「いる」「どちらかといえばいる」と感じている回答者は 91.9％と、前回

調査の 93.6％から 1.7 ポイント少なくなっている。 

 
 

 

 

  

77.6 

83.3 

13.7 

11.3 

2.0 

1.5 

1.8 

1.1 

4.4 

2.8 

0.5 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（n=981）

前回調査（n=992）

当てはまる どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

わからない 不明・無回答

71.4 

73.6 

20.5 

20.0 

3.2 

2.2 

0.8 

1.2 

3.4 

3.0 

0.7 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（n=746）

前回調査（n=860）

当てはまる どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

わからない 不明・無回答



51 

 

問 11 ③あなたは家族や一緒に暮らしている人とよく話をしますか（小学５年生）

（あてはまるもの１つ） 

家族や一緒に暮らしている人と「よく話す」「どちらかといえばよく話す」と感じている

回答者は 93.7％と、前回調査の 94.6％から少なくなっている。 

 

問 11 ③あなたは家族や一緒に暮らしている人とよく話をしますか（中学２年生） 

（あてはまるもの１つ） 

家族や一緒に暮らしている人と「よく話す」「どちらかといえばよく話す」と感じている

回答者は 90.8％と、前回調査の 92.0％から 1.2 ポイント多くなっている。 

 

  

78.7 

79.5 

15.0 

15.1 

3.2 

3.2 

0.9 

1.1 

1.8 

0.9 

0.4 

0.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（n=981）

前回調査（n=992）

当てはまる どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

わからない 不明・無回答

66.9 

64.8 

23.9 

27.2 

5.6 

5.6 

0.8 

1.3 

2.1 

1.2 

0.7 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（n=746）

前回調査（n=860）

当てはまる どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

わからない 不明・無回答



52 

 

問 11 ④あなたは地域の行事やイベントに参加したいと思いますか（小学５年生） 

（あてはまるもの１つ） 

地域の行事やイベントに参加したいと「思う」「どちらかといえばそう思う」と感じてい

る回答者は 72.5％と、前回調査の 77.1％から 4.6 ポイント少なくなっている。 

 

問 11 ④あなたは地域の行事やイベントに参加したいと思いますか（中学２年生）

（あてはまるもの１つ） 

地域の行事やイベントに参加したいと「思う」「どちらかといえばそう思う」と感じてい

る回答者は 57.2％と、前回調査の 62.3％から 5.1 ポイント少なくなっており、小学５年生と

比較すると約 15ポイント少なくなっている。 

 
  

37.1 

41.7 

35.4 

35.4 

12.2 

8.9 

5.2 

5.1 

9.6 

8.9 

0.5 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（n=981）

前回調査（n=992）

当てはまる どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

わからない 不明・無回答

20.2 

20.7 

37.0 

41.6 

22.4 

24.3 

9.7 

8.7 

10.1 

4.7 

0.7 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（n=746）

前回調査（n=860）

当てはまる どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

わからない 不明・無回答
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問 12 あなたは、どのような学校に魅力（いいな、すてきだなと感じること）を感

じますか。（あてはまるもの３つまで） 

魅力的に感じる学校として、小学５年生では「わかりやすい授業を受けることができる学

校」が 35.7％と最も多くなっている。中学２年生では「体育祭や文化祭などの学校行事が活

発な学校」が 36.9％と最も多く、小学５年生と比較し 16.1 ポイント多くなっている。 

 

  

35.7 

30.0 

31.6 

30.0 

21.2 

5.9 

6.0 

20.8 

10.2 

4.1 

30.8 

31.2 

21.6 

33.8 

19.7 

6.4 

5.0 

36.9 

10.7 

5.8 

0% 10% 20% 30% 40%

わかりやすい授業を

受けることができる学校

将来自分に必要な

力が身につく学校

さまざまな体験学習を

行っている学校

友だちや仲間と何でもわかり

あえる関係がつくれる学校

クラスがえがあり、多くの人と

友だちになることができる学校

少人数でていねいな授業を

受けることができる学校

いろいろな先生に、

相談することができる学校

体育祭や文化祭などの

学校行事が活発な学校

一人一人がかつやく

できる場が多くある学校

自由に意見を言え、その意見が

学校の活動に活かされる学校

16.8 

5.7 

25.4 

3.1 

10.2 

19.2 

0.8 

3.0 

3.0 

0.7 

18.8 

4.8 

23.5 

7.2 

4.2 

14.5 

0.3 

1.9 

1.7 

0.7 

0% 10% 20% 30%

友だちと仲良く協力しながら、

さまざまな活動に取り組むことができる学校

自由に考えたり、計画を立てて

行動したりできる学校

いじめや差別のない学校

学校の校舎や教室、学習で

使う道具が整っている学校

安全に通学できる学校

給食がおいしい学校

まわりの大人が

積極的にかかわる学校

校区の人と一緒に活動したり、

学んだりできる学校

その他

不明・無回答

小学５年生（n=981） 中学２年生（n=746）
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問 13 あなたは、学校の施設や設備で改善すべきだと思うことはありますか。（あ

てはまるもの３つまで） 

学校の施設や設備で改善すべきだと思うことについて、小学５年生・中学２年生のともに

「体育館への冷房・暖房の設置」が最も多くなっている。また中学２年生では、「パソコン、

タブレットが古い、ネットワークがつながりづらい」が小学５年生と比較し 15.4 ポイント多

くなっており、日常的に使うことの多い設備の改善を必要としていることが伺える。 

 

19.2 

66.2 

32.6 

13.4 

15.8 

12.2 

16.5 

12.0 

6.8 

24.3 

69.4 

24.8 

4.2 

31.2 

8.8 

24.0 

7.1 

5.2 

0% 20% 40% 60% 80%

校舎全体が古い、危ない場所がある

体育館への冷房・暖房の設置

トイレを洋式化してほしい

校庭の遊具などが古い、危ない

パソコン、タブレットが古い、

ネットワークが繋がりづらい

図書室の本が古い、少ない

机、いす等の備品が古い

その他

不明・無回答

小学５年生（n=981） 中学２年生（n=746）


